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第５回大月市土地開発公社経営検討委員会 会議録 

 

日時 平成２４年１０月３日（火）午後３時 

場所 市役所３階 第２・第３委員会室 

 

１ 開会 

   

２ 委員長あいさつ 

  皆様お世話様です。今日が第５回目、予定では最後の土地開発公社経営検討委員会

となります。いつもは暑い中、この経営検討委員会をやってきたという記憶があるの

ですが、今日は少し、やっと秋らしくなってきました。今日は、皆様の協力を得てな

んとか今日は報告書のまとめという形までいきたいと思いますので、ご協力をよろし

くお願いします。 

 

３ 議事 

  大月市土地開発公社経営検討委員会設置要領第６条により、佐藤委員長が議長となる。 

   

   議長   みなさんのお手元に次第がありますでしょうか。その次第に沿って、今

日も議事を進めさせて頂きたいと思います。なお、本日、委員１名が所

用のため、１６時ごろで退席されるということなので、ご了承をお願い

します。今日の議事については、３点用意がなされております。それで

は議事に入ります。 

 

（１） 第４回経営検討委員会に関する報告について 

① 第４回経営検討委員会の会議録について 

事務局 会議録の説明 

議長  事務局からの説明について、質問・意見はありますでしょうか。 

      （委員からの質問・意見 特になし） 

 議長  ないようですので、次に進みます。 

 

（２）報告書（案）について 

事務局 報告書（案）の説明 

議長  説明して頂いた報告書（案）を基に、今回の経営検討委員会では報告書と

いう形にまとめるための議論をして、この委員会としての結論にしていき

たいと思います。この報告書（案）は、事前に委員へ配付されているとい

うことでよろしいでしょうか。 

   事務局 はい。配付しております。 

   議長  では、委員の皆さんには事前に目を通していただいているとは思うのです
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が、基本的なことで確認しておきたいということがありますでしょうか。

それと同時に私の方で構成上、こうしたらいいのではないかということが

ありましたので、あとで申し上げさせていただければと思います。ですの

で、その前に全員で確認しておくようなことがありますでしょうか。 

       （委員からの意見・質問なし） 

   議長  では、今、説明して頂いた報告書（案）の内容を踏まえて、これから確認

をしていきたいのですが、本日、配付した資料で、私のメモ書きがある資

料を見て頂けますでしょうか。事務局で説明した報告書（案）について、

気になる点が何点かあるので、それについて、議論させていただければと

思います。書いてある内容については、この前までに委員会で検討した内

容なので、全然、私は異論がないと思っています。ただ、最終的には、こ

の表紙に書かれているとおり「抜本的な経営改革策に関する報告書」とい

うようになっているものですから、経営改革策を提示している報告書とい

うものにしていかなければいけないということを考えると、ちょっとその

辺りのメリハリがないのかなという感じがしております。そのメリハリの

ところを皆さんと一緒に確認していきたいと思っております。資料を開い

て頂いて、１ページ目ですが、まず、報告書（案）では、第１として、検

討委員会についてのプロフィール的なことが書かれているのですが、その

前に報告書の目的など用途を入れておいた方がいいのではないかと思いま

す。一般的な報告書においては、これは何の報告書なのか、何を目的とし

て報告するものなのかといったようなことがあった方が第３者や市長が見

るときにわかりやすいのではないかと思います。これは、私の案なのです

が、メモ書きで説明してあるところで、３つ挙げております。表現は、後

程、確認するといたしまして、書いた内容について、議論して頂きたいと

思います。１つ目は、「公社の経営上の問題を明確にすること」、どこに問

題があるのかということをこの委員会で検討してきたので、それを明確に

報告書で謳う。２つ目は、その上で、「公社の存在意義まで踏み込んだ組織

改革策を提示すること」、このことを大事にしておきたいと思います。どこ

に改革策が入るのかというのが、この報告書（案）の中では、ちょっとぼ

んやりしているような気がするので、あとでそれを確認していきたいと思

います。そして、３番目としては、大月市の財政を勘案した、公社だけで

なく、大月市の財政を含めた上での「公社の持っている保有財産の処分方

法を提示すること」を挙げます。以上の３つを最初に謳っておいた方がい

いのではないかと思いますがいかがでしょうか。まず、こういう目的を最

初に入れること、入れるとしたら、こういう内容でいかがでしょうかとい

うことなのですが、何か質問、意見がありますでしょうか。 

   委員  前回の会議の中で、２つ、説明というか、結論というかの中で、そのうち

１つで提言を最初に持ってきたらどうか、それから提言ではなく、その報
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告書の目的、それも１つの提言の様式という形で「目的」という表現で載

せると非常にわかりやすいかなと思います。なぜ、これをやっているのか

ということが明確になると思います。そして、前回の資料でも「経営改革

策に関する報告書」とあったのですが、我々は単純な方がいいですから、

一番最初の表紙の表題から、「大月市土地開発公社の経営検討に関する報告

書」とする方が、我々が検討した結果だよというようなことで、表題も一

番明確なものになると思われます。それで検討した報告書の内容が１ペー

ジ以降になるという流れの方が私は、個人的には、わかりやすくていいの

かなと思います。「経営改革策に関する報告」となると我々の委員会での議

論とかけ離れて、公社を存続させるようなイメージとなってしまうことや

以前にも改革して、土地開発公社を継続させようという報告書が報告され

たという説明がありましたので、今回につきましては、結論は解散の方向

となっているので、その意味でも明確な表題として、前回の委員会での提

示と違うのですが、考えれば、考えるほど、そちらの方がいいのではない

かと、個人的には思います。 

   議長  今の委員の意見は、もっと、そもそものところで、報告書の表題のところ

が経営改革策ではなく、経営検討委員会なので、経営検討に関する結果と

した報告書とした方がいいのではないかということですが。 

   委員  前回の委員会で、そういう発言をすればよかったのですが、そのときには、

まだ頭になかったので、今回、意見を出させて頂きました。 

   議長  「経営改革」という言葉の捉え方について、私もそうなのですが、組織を

どう変えていくかというようなイメージがあるので、この報告書の中身を

見たときに、公社を解散するという内容にギャップを感じる、誤解を与え

てしまうということがあるのでしょうかね。 

   委員  私も「経営改革」とあって、内容が「解散」では、若干、ニュアンスが違

うような気がします。あと１ページの最初に、この経営検討委員会が設置

された大きな目的や経緯など、委員長が挙げた公社の経営上の問題点を入

れた方が私も問題提起など、読んだ人が何でこの委員会が設置されて、ど

ういう問題意識でいたのかということが最初からわかっていた方がいいの

かなと思います。 

   委員  この報告書案にすでに設置目的とあるので、ここに先ほどのことを載せた

ら、どうかと思います。確かに一挙に書いていくよりも今回の経営検討委

員会の設置の目的や検討の目的を、まず入れておくというわけですね。文

言は、「公社の抜本的な経営改革策の検討を行うための」と報告書案にはた

ぶん書いてあるのではないかと思うのですが。 

    

委員  後ろとたぶん重複してしまいますので、軽く数行で示しておいた方がいい

のではないかと思います。 
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   委員  入れておいた方がいいということですね。 

   議長  どうしましょうか、まずタイトルの話が出ているのですが、タイトルを「経

営検討に関する報告書」とさせてもらった方がいいような気がしますね。

これは、何かタイトルをこのようにしなければいけないというようなもの

があるのでしょうか。 

   事務局 国が示しております「第三セクター等の抜本的な改革等に関する指針」と

いうものがありまして、それらから引用させていただき、タイトルとさせ

ていただいておりますが、委員の皆様のお考えで、報告書のタイトルを変

えることは、一向に構いません。 

   議長  では、「経営検討に関する報告書」としてください。これを踏まえて、報告

書の中身をもっと掘り下げていこうと思うのですが、第１のところ、「委員

会について」の前に、何らかの報告書なり、委員会の提言を入れるのもい

いかもしれませんので、個人的に言いますと、やはりこの報告書自体が何

なのかということを言ってもらわないと読む人がいきなり検討委員会と言

われてもわからない感じがするんですよね。 

   委員  いいんじゃないでしょうか。 

   議長  では、そのようにさせて頂きます。 

   事務局 設置目的のところにちょっと文言を付け足させて頂いて、そのあとに先ほ

ど挙がった３点を記載して、締めるということでよろしいでしょうか。公

社に問題があったので、こういうことで経営検討委員会を設置するという

ような流れで作ればよろしいでしょうか。 

   議長  そうですね。この委員会もそうですが、この報告書自体の位置づけもきち

んとしておかなければいけないかなと思いました。 

   事務局 第１の前にその報告書の目的・要旨の文言を入れてから、それから第１に

入っていくという形でよろしいですか。 

   議長  そうですね。書き方のパターンとして、いきなり結論を言ってしまうパタ

ーンもあるかと思うのですが、そこまでではなくとも、少なくとも目的や

狙いなどは、入れておいた方が、どんな本でも、どんな資料でも、そのよ

うになっています。 

次ですが、これも私からの提案なのですが、第３章で「土地開発公社の現

状について」ということで、経営的なことが少し書かれており、これはこ

れで確かにそういうことだし、すごいいろいろな問題があるということを

わかるかと思います。ここで書き方の問題なのですが、先ほど、「経営改革」

とかっていう言葉が表題から無くなりましたが、でも、経営改善というこ

とでいろいろと検討してきたわけですから、どこに問題があるのかという

ことをもっと明確に、シンプルに言っておいた方かいいのではないかとい

うような気がします。この第３の「土地開発公社の現状について」という

文章からは、読み込めば、いろいろな経緯がわかって、どこに問題がある
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のかということをイメージできる気がするのですが、もっと単純に、シン

プルに表現ができたらいいんじゃないかなという気がしています。その点

については、いかがでしょうか。その問題があって、解決策として、公社

を解散するなり、市へ所有する土地を残さないことだと思うのですが、何

が問題なのかというところだけなのですが、その点については、いかがで

しょうか。 

   委員  主旨としては、ここに書いてあるとおりですし、委員の我々は、検討して

きたので、よくわかっていることですが、ただ、第３者が、何も知らない

人が読んだときにわかるようにまとめてあげるというのは、確かに議長が

おっしゃるように必要かもしれません。うまくまとめられるのであれば、

内容はここに書いてあるとおりですので、あとはまとめ方の問題だと思い

ます。 

   議長  そうですね。書いてある内容をもう少し再構成する必要があるような感じ

はします。 

   委員  章外でその内容を明確にするというのも一つの手法ですよね。 

   議長  そうですね。ただ、少なくとも第３のところは、「土地開発公社の現状と経

営上の問題」とか、「問題」という言葉をどこかに入れておいた方がいいよ

うな感じがして、では、問題はなんなのかということをこの中の表記で入

れておいた方がいいかと思います。 

   委員  もしでしたら、２つ使って、今、言われた、「土地開発公社の現状と経営上

の問題」とか、そのような章題にしたらどうかと思います。 

   議長  そうですね。では、仮に章題をそのようにした場合、第３に「経営上の問

題」という文言を入れたときに、この報告書（案）を読んでいくと、２つ、

または３つに大きく分かれていくのではないかと思います。報告書（案）

の２ページのところの最初の段落から４段落目まで、土地開発公社自体の

事業性の問題が記載されているかなと思います。簡単に言うと、もう土地

は長く持たざるを得ない状況であり、公社が先行取得し、売却するという

ビジネスモデルが成り立っていないという事業上の問題とここに書かれて

いませんが、公社の組織と市の職員の組織が一体となって、公社の組織が

形式化しているという問題、また、将来的な問題として、取得する土地が

ないということなどから、もう公社の役割がないというような事業上の問

題を１つ出してしまうというのはどうでしょうか。そして、この２ページ

の５段落目の「さらには、～」というところからは、もしかしたら、会計

上の問題としてしまっていいのではないかと思います。「事業上の問題」と

「会計上の問題」、もしかしたら、「会計上の問題」は、ＰＬの問題、利益

が上がらないという問題とＢＳの問題、バランスシート上の問題を分けて

しまうというのもいいかもしませんが、でも、それらがつながっているの

で、１つずつに分けてしまうというわけにもいかないような気もします。
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それで事務局でもう一度、再整理して頂ければ、すっきりするような感じ

はしたのですがいかがでしょうか。会計上の問題は、特にＰＬ上の問題と

して、赤字体制になっていることで、過去に岩殿ニュータウンの補償費や

修繕費が発生して、それが赤字になっているとか、或いは借金があり、利

息を払い続けているとか、或いは土地を売却しても地価が簿価を割り込ん

でいるので、利益が出ないということとか、そういう利益構造上の問題と

それに連動して、借金があり、債務超過に陥っているというバランスシー

ト上の問題を整理し、報告書へ書いて、もう経営体としては、財政上も市

の補助金がないと成り立っていかないというような問題点も書いたら、少

し明確になるのではないかと思います。 

   委員  今、話があったように事業上の問題点と財務上の問題点を書くというのは

いいと思います。あと、この３、４ページに表が掲載されているのですが、

表について、表１については文章中に説明があるのですが、表２と借入金

残高の推移の表については特に明示、説明もなく、掲載されているだけな

ので、文章と関連付けていくのが必要なのでなないかと思います。以上の

点が問題点として挙げられ、あとはそのような形でいいのではないかと思

います。 

   議長  ありがとうございます。表が３つありますが、１つに表の番号が記載され

ておらず、表３がないということ、表２・表３については報告書（案）の

中で言及されているところがないということですし、これは必要な部分だ

と思われますね。 

   委員  あと、メモ書きでも書いてありますが、表に金額の単位を入れて頂く必要

があるかと思います。 

   議長  そうですね。借入金残高の推移の表以外は、円単位になりますかね。また、

議論が戻るかもしれませんが一旦、ポイントを整理する観点で、次を見て

いきたいと思います。５ページ目ですが、４章と５章のところですが、４

章のところは、将来、土地開発公社はどうなのかということを３つの観点

で書いてもらってありますが、１つ目、２つ目は、もしかしたら、先ほど

の事業性の問題で、将来の公社の事業としての役割はないということが書

かれているので、先ほどの第３を受けて、この２つの問題があって、存在

意義がないということをまとめて頂ければと思いますので、大きな修正箇

所はないかと思います。ただ、３つ目のところについては、少し論点が違

ってきているような気がします。市の財政状況などが入ってきてしまい、

土地開発公社のことを言っているのか、大月市全体を言っているのかとい

うように混在してしまっているような印象があります。両方のことを含め

る必要はあると思いますので、２つを分けて、表記した方がいいような気

がします。また、そのときに保有資産を公社が保有するのではなく、大月

市で保有したほうが良いということを表記すれば、第５にバトンを渡すよ
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うな流れになるのかなというような感じがしましたがいかがでしょうか。

３つ目のところは、書き出しが「市の財政状況から」となっており、立ち

位置が完全に市の財政からの目線になっていて、市の財政の目線からもか

なり検討はしてきたので、それをどこかに盛り込まなければいけないと思

うのですが、一旦、公社の目線と市の目線について、立ち位置をはっきり

としておいたほうがいいかなと思います。或いは、ここは、市の目線で押

し通してもいいかと思います。そうすると土地開発公社の存在意義という

ことを設置者である市の目線から考えるというような書き出しにした方が

わかりやすくなるのではないかと思います。何か書き出しを変えた方がい

いでしょうかね。「３つ目として、市の財政状況からも公社の存在意義につ

いては、」という見出しとか、何か書き出しの問題のような気がします。 

事務局 大月市の状況を説明し過ぎたということなのでしょうか。 

議長  そうですね。それは、それで説明していいと思います。でも、あくまで公

社が主役、報告書では、公社が主役なので。ただ、大月市としても関わる

必要があると思うので、これについても書いておく必要があると思います。

では、一旦、前に進んでから、また戻ってきましょう。次に第５のところ

ですが、「まとめ」というタイトルは、すごく不親切な表現方法に感じます。

この部分は最後のところですし、この報告書全体のタイトルに連動するよ

うな「経営検討の提案」とか、「公社の在り方の提案」など、そんなタイト

ルを付けた上で、この委員会から何を提案するのか、報告するのか、とい

うことをしっかりと明示する必要があると思います。そうすると、このタ

イトルについては、少し置いておいて、この報告書で何を言うのかという

と、今まで４回の議論の中で、委員全員の合意形成ができたこととして、

異論があったら言ってもらいたいのですが、１つは「公社を解散する」、こ

れをちゃんと言ってしまうため、箇条書きにするとか、タイトルにするな

どを行います。そして、２つ目は「公社が持っていた保有資産は市へ移管

し、長期的な視野で活用と処分を考えていく」、３つ目は「公社が持ってい

た負の資産は、第三セクター等改革推進債を活用して返済をしていく」と

し、以上の３つを提案し、報告書の結論をきちんと言ったほうが、親切だ

と思いますし、報告書として、そうしなければいけないような気がするの

ですが、いかがでしょうか。 

   委員  いいですね。    

   議長  もちろん報告書（案）の中では言っているのですが、ちゃんとその３つの

提案を箇条書きとか、タイトルで表現した方がいいのではないかと思いま

す。 

   委員  そうすれば、第５と第６は、どうなりますかね。内訳みたいな感じですか

ね。 

議長  そうですね、第５と第６は、一緒にしてしまったほうがいいようですね。
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書き方としては、第５に「経営改革の提案」とか「経営改革の結論」とし

て、１番「公社は解散する」、そして、解散する理由は、前から出ているよ

うに公社の存在意義が無くなったなどですが、そこにはあまり説明はいら

ないと思います。次に２番として、「公社が持っていた保有資産は市へ移管

し、長期的な視野で活用と処分を考えていく」とし、そこのところに少し

長くなってしまいますが、第６の文言を盛り込んでいったらどうかと思い

ます。そして、３番目に「公社が持っていた負の資産は、第三セクター等

改革推進債を活用して返済をしていく」とし、５ページの「また、保有地

の」というところの文言が使えるかと思います。以上の点について、いか

がでしょうか。 

   委員  私もそれがいいと思います。結論は、簡単な言葉で示しておいて、あとは、

下の方は、説明をすればいいわけで、まとめとなる第５、第６は、説明に

充てれば、どうでしょうかね。１について、２について、３について、そ

れぞれ説明を述べた表現の方がわかりやすいのではないかと思います。 

   議長  そうですね。我々は、一生懸命、議論してきたので、見れば、なんとなく

事務局の方も含めて、わかっていることだと思うのですが。 

   委員  全部、読んでから、結論を見出すというのは、非常に大変なことだと思い

ます。結論をきちっと１つの短い文言で言った方が、みんなに正確に伝わ

るんですね。全部を読んでから解釈しようとすると、人それぞれの解釈が

あって、別の解釈をしてしまえば、解釈が共通にならないということが一

番困ることではないかと思います。やはり解釈は、きちっと誰が見てもこ

れだという結論の方がよろしいかなと思います。そうすれば、単純明快な

言葉で表現した方が誤解はないですね。誤解が生じるというのは、よくな

いことだと思います。 

   事務局 どうしましょうか、かなり報告書（案）の構成が変わりそうな感じですが、 

再度、もう一度、委員会を開催するか、それとも委員長と事務局へ一任し 

ていただくかということなのですが。 

   議長  そうですね。では、今後の予定も含めて考えていきたいと思うのですが、

修正ポイントについては、今の話で大丈夫でしょうか。 

   委員  細かいことなのですが、３番の第三セクター等改革推進債を活用して借入

金を返済するという項目にシミュレーションというか、何か説明のような

ものを入れたらどうかと思います。結局、大月市で債権を立てて、そのお

金で何本かある公社の借金を一気に返済するということですよね。それは、

私たちは説明を受けているので、よくわかるのですが、これを市民が見た

場合には、よくわからないかと思いますので、そこだけ、わかりやすい内

容を入れた方がいいかなと思います。 

   議長  それは、前回の第４回で説明のあった実質公債費率とか、将来負担比率に

ついての説明を入れた方がいいということでしょうか。 
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   委員  そこまで求めていません。今、数十本ある公社の借金をまとめて、第三セ

クター等改革推進債で借り入れて、借金を返済し、公社の借金を消して、

大月市で返済していくんですよという形の説明を入れておかないとよくわ

からないのではないかと思います。実質公債費率や将来負担比率を入れる

と余計にわかりにくくなると思います。 

   議長  では、その返済の説明というか、シミュレーションというかを少し工夫し

て頂くようにしてもらいたいと思います。 

   委員  それについては、説明を入れておけばいいのではないかと思います。市が

借金したお金で公社の今ある借金を返済するということを説明で入れてお

けば、たぶんよくわかると思います。 

   議長  借入金は２３億円でしたでしょうか。 

   事務局 ２３億円を予定しております。２３億円を市が第三セクター等改革推進債

で許可を得て、銀行から借りて、公社に代わって、返済し、その後、２３

億円については、１０年とか２０年とかの返済期間で返済していくという

ことになります。今、委員から話のあったことを報告書の中に入れておけ

ば、確かにわかりやすいかなと思います。 

   議長  手順を１、２、３…として、箇条書きに表記してもいいのではないかと思

います。 

   委員  金利が下がる理由として、途中に入れてもいいと思いますが、ただ、説明

は入れておいた方がいいと思います。 

   議長  金利が下がる理由というのは、報告書（案）のどこかに入っていましたで

しょうか。 

   事務局 ６ページの「この制度を活用し」というところで触れています。 

   議長  他に何かありますか。 

   委員  よろしいでしょうか。６ページの上から６行目にある「平成２５年度まで

の期限付きで、起債を認めることとしている。」とあるのですが、大月市が

どのような行為を行えば、起債が認められることになるのかといった表現

が何かありますか。起債を申請するとか、どういう許可を得るとか、表現

の言葉がありますか。 

   事務局 起債そのものを認めてもらうような手順が必要であるという意味ですか。 

   委員  「国は、第三セクター等改革推進債を創設した。」と、大月市とすれば２５

年度までの期限付きで、申込みというか、その表現はどういう言葉が正し

いのでしょうか。 

   事務局 「平成２５年度までの期限付きで、起債を認めることとしているので、大

月市としては」とし、解散をして、第三セクター等改革推進債を申請する

ということを入れておいた方がいいということでしょうか。 

   委員  その期限までに申し込みをして、手続きをするということを、専門用語が

あったら、その用語を使って、入れておいた方が明確になるのではないか
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と思います。 

   事務局 「認めることとしている」とありますが、市がどのような行為が、認めら

れるのに必要かということを入れておくということですね。 

   議長  他にあれば、何でも意見等を出していただければと思いますがいかがでし

ょうか。 

   委員  文言のところで１つよろしいでしょうか。６ページの第６の①の２行目で、       

「現実的には難しく、市又は公社で…」のところの「又は公社」の部分は

必要ないと思いますので削除して、「市で保有せざるを得ない」としたほう

がいいかと思います。 

   議長  ここの部分では、既に大月市で引き受けることを前提に書かれているので

「公社」の文言は、なくていいということですよね。 

   議長  他にいかがでしょうか。出尽くしたようであれば、今後の進め方、最終的

なまとめ方を議論していきたいと思うのですが。 

   委員  細かいことなのですが、表１、表２等がありますが、説明の中にいろんな

数字がその表に基づいて明記してありますよね。その数字と同じものを表

の中から探さなければならないということがあるので、（イ）とか、（ロ）

とか、何か表示するようなものがあれば、それを数字の後ろにカッコ書き

で（表１－イ）と表示すれば、探しやすいかなというように思います。い

ろんな数字を表から拾い出しているのですが、果たして、どこの数字なの

かなと見るのに、非常に探しにくいことがあるので、特に表示してあるも

のについては、そういう文字を表示していただくとわかりやすいと思いま

す。 

   事務局 文章の中に入っている金額の後ろにカッコ書きを入れ、なおかつ、対応す

る表にも印を入れて、わかるようにするということでよろしいでしょうか。 

   委員  そうですね。そうすれば、非常にわかりやすいと思います。 

   議長  この表は、前に頂いた資料から持ってきている表ですよね。 

   事務局 そうです。 

   議長  他に何かありますか。 

       （委員から意見・質問なし） 

議長  では、もう一度、確認をします。表紙に戻って頂いて、報告書のタイトル

が「大月市土地開発公社の抜本的な経営検討に関する報告書」というタイ

トルとしたいと思いますがよろしいでしょうか。 

事務局 「抜本的な」という文言もいれますか。 

議長  「抜本的な」という文言は入れない方がいいですかね。「抜本的な経営検討」

では、おかしいですかね。シンプルに「大月市土地開発公社の経営検討に

関する報告書」ということでよろしいですか。 

    （委員から意見等なし。） 

議長  では、そのようにさせて頂きます。そして、１ページ目には、この報告書 
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の目的といったものを入れてから、第１章へ入るということにします。第

２章があって、次の第３章のところは、見出しを「土地開発公社の現状と

経営上の問題」とします。 

   事務局 表記の方法として、報告書（案）では、第１、第２…としてありますが、

第～章とした方がよろしいでしょうか。 

   議長  どうでしょうか。私自身は、第１、第２という表記の仕方が初めてでした

ので、いろんな場合があっていいと思うのですが。 

   事務局 市役所の場合、法律や規則などの例規ですと第～条と表記しますし、募集

要項などを作るときには、第１、第２とかという使い方をする場合もあり

ますので、報告書での表記については、委員の皆様で検討して頂ければと

思います。 

   議長  特に支障がないと思いますので、この第１、第２…という表記でいいかと

思いますがよろしいでしょうか。 

（委員からの反対意見なし） 

   議長  では、そのようにさせて頂きます。次に第３のところで、見出しのあとの

内容を２つに分け、そこに「１．事業性に関わる問題」、「２．財政上の問

題」と立てた方がいいかと思います。そして、その中で何が問題なのかと

いうことを、経営的な書き方でなく、「これが問題ですよ」とわかるような

書き方にして、文書を多くして、難しくするよりも箇条書きのように文書

を軽くしてしまっていいのではないかと思います。２つに分けて、何が問

題なのかということを３つ問題がある場合には、３つそれぞれについて述

べるような、そんな表現をしたらどうかと思います。 

   委員  「現状」という部分は、どうするのですか。 

   議長  現状については、問題を述べる中で現状についても説明しなければならな

いため、一緒でいいかと思います。最終的に問題が述べられていれば、い

いのではないかと思いますが、もし、それに違和感があれば、見出しから

「現状」を取ってしまえばいいのではないかと思います。 

   事務局 あるいは、第１として、公社の現状を入れた方がいいかとも思いますがい

かがでしょうか。 

   議長  そうですね。そういう考え方もありますね。でも、現状については、なん

となく第２の役割の中で少し書かれているような気がします。 

   事務局 もしでしたら、第３に書かれている「現状」の内容については、第２の役

割の中に加えてしまって、第３は、現状の問題のみとして、スッキリして

しまったらどうでしょうか。 

   議長  そうですね、例えば、ちょっと細かい話ですが、２ページの第３のところ

の５行目で「右肩上がりの～役割を果たしてきた。」とある部分は、完全に

役割について、述べられているため、第２に加えてしまっていいのではな

いかと思います。このような部分が第３の中に少しあったりするので、こ
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れらを第２に加えてしまって、役割の部分で現状についても述べてしまっ

てもいいのではないかと思います。しかし、現状を述べないとなかなか問

題点が指摘できないということもありますよね。 

   事務局 問題を引き出すために、現状を述べることが必要であるということですか

ね。 

   議長  現状を述べるだけでは、あまり意味がなく、問題をちゃんと指摘すること

に報告書の意味があると思います。 

 事務局 では、そのままということでよろしいですか。 

 議長  そうですね。ちょっとここは、少し大変なところかもしれませんね。内容

を２つに分けて、問題を指摘して頂いて、表の表記の仕方も細かいことで

すが、手を加えていただくということでお願いします。そして、５ページ

目のところですが、第４のところは、多少、修正する部分はあるかもしれ

ませんが、これはこれでいいかもしれませんね。３つの点で、公社の存在

意義が見当たらないとしているのですが、３つ目の点で、市の財政状況の

目線で述べられているのですがこの部分はいかがでしょうか。 

 事務局 土地開発公社の存在意義を議論する中で、１つ目としては、公社の保有地

から見た場合、２つ目は市の事業計画から見た場合、３つ目は市の財政状

況から見た場合というように議論したかと思いますので、それをまとめさ

せて頂きました。 

   議長  述べられていることは、その通りだと思います。この３つの観点から、土

地開発公社というのは、将来的に考えても存在意義がないということにな

るんですね。 

   事務局 それだからということで、第５のところで、経営検討の提案ということに       

結び付けるような形になっております。 

   議長  第４のところは、多少、微修正をしたとしても、このままでということで

よろしいですね。また、細かいことになってしまうかもしれませんが、５

ページの第４のところの下から３行目の「これらのことから…」というと

ころは、改行したほうがいいかと思います。最後に第５のところですが、

見出しのところは、どうしましょうか。「経営改革の提案」とか、「公社経

営検討に係る結論」や「公社経営検討に係る提案」などが考えられますが。 

委員  「提案」を入れた方がいいかと思います。 

 議長  では、「公社経営検討の提案」とします。その提案は、３つに分けて、１、

２、３とします。１つ目は、「公社は解散する」として、説明をする。２つ

目は、「保有資産は市に移管して、長期的な視点で活用・処分していく」と

して、説明する。３つ目は、「第三セクター等改革推進債を活用する」とし

て、説明する。この３つに分けて、以降の文書を再構成していくというこ

とをお願いします。では、今、確認しましたが、最終確認ですけれども、

もう一度、事務局に報告書（案）を作っていただくということでよろしい
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ですか。さて、今後の予定ですが、事務局との相談にもなりますが、いか

がいたしましょうか。やり方としては、この委員の中では、合意形成がで

きているので、事務局が作成した報告書を委員長と副委員長が確認し、細

かいところの修正はさせて頂きますが、基本的には任せて頂くパターンと

少し手を加える箇所等が多いので、再度、委員会を開催し、確認していく

パターンがあると思いますがいかがでしょうか。 

   事務局 事務局としては、委員長と副委員長に手直しや確認して頂いたものを委員

の皆さんに送付させていただいてから、市長へ報告を行うということを考

えております。もし、それでよろしければ、早急に本日の指摘事項を取り

まとめさせて頂いて、委員長、副委員長に確認してもらい、ご了解を頂け

れば、報告書の最終版として、委員の皆さんに送付し、委員長と副委員長

には、後日、市長のところへ報告書の提出をお願いしたいと考えておりま

す。 

議長  事務局からの今後の予定について、いかがでしょうか。 

委員  基本的なことが変わることはないでしょうし、あとは構成的な部分だと思

いますので、委員長、副委員長に任せる形で、お願いができればと思いま

す。 

   議長  では、そうさせて頂きます。基本的には、委員長の私と副委員長に預から

せて頂いて、少し修正を行うかもしれませんが、そこで市長へ報告書を提

出することとします。しかし、その段階で、委員の皆さんに確認して頂く

必要がある場合には、集まっていただくかもしれません。 

   委員  委員会を招集するということですか。 

   議長  そうですね、委員会を招集いたします。他の委員の皆様もよろしいでしょ

うか。 

       （各委員からの反対意見なし） 

   議長  では、そうさせて頂きます。一度、お手数ですが、事務局で再構成して頂

き、それを確認させていただくということでよろしくお願いします。 

（３）その他 

   議長  先ほど、今後のスケジュールについても確認しましたが、他に何かありま

すか。 

事務局 特にございません。 

   議長  以上で本日の議事について、終了いたします。 

 

４ その他 （特になし） 

    

５ 閉会     


